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・平成 29年 2月 6日（月）18時 00分〜20時 00分 第 1回博士論文審査委員会 




祉学会誌 (2015)、20(2):211-226」の学会誌 2報を確認した。 
・平成 29年 2月 15日（水）9時 50分～10時 40分 最終試験（公開） 
 愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規第 17条に基づき、口頭発表およ
び博士論文を中心に公開で最終試験を行った。 




















測定は総勢 124 名を対象に行われた。青・壮年(19～44 歳)、中年(45～64 歳)、高年(65 歳以上)の 3




























いては 160g、下腿伸側は 105gを用い、圧は主観的評価で痛みを感じなかった 0.9 kgf/cm2と弱めに拭
き、清拭後には乾布で拭き取ることが、適していることが示唆された。新しく作成した 7段階の指標を
用いて、部位の選定と論理的な展開で清拭技術を完全とは言えないまでも条件をここまで決定できたこ
とは評価に値する。本研究の最終段階として、決定した清拭条件で、床上生活状態高齢者 9名に清拭を
実施し、効果を確認した。考案した清拭技術は、水分量を保持し、TEWL は上昇せず、pHは弱酸性に回
復したことから、バリア機能を保つことができ、皮膚の生理機能が維持できる方法であることが確認で
きた。しかし、温湯による清拭では皮脂の減少は避けられず、1時間経過しても回復しなかったことか
ら高齢者の清拭においては皮脂の減少に配慮したケアの重要性が示唆された。時間的な制約で現場での
確認の人数は少なかったが、今後の研究につながる示唆が得られたと判断し、審査委員会としては今後
の研究展開に期待したい。 
提出された論文は、各研究が背景、結果および考察にまとめられており形式も適切であると判断した。
身体各部位の細かい生理的条件の違いによる清拭技術の提唱はできなかったが、研究手法を定めること
には成功しており、論文提出者のさらなる研究にゆだねるべきだと判断した。今回の結果をベースにし
て、さらなる展開が期待できる点を重要と審査委員会では判断した。 
 最終試験の口述試験については、分析数が多いのにもかかわらず、発表は論理的に構成され分かりや
すく、質問に対して丁寧に答えていた。研究の全体像についても、今後の課題も含めて、十分な理解を
確認することが出来た。また、今後の研究展開についても、十部理解していると判断し、研究の基礎も
身に着けており、期待できるものであった。 
 本学位審査委員会は、提出された学位請求論文が博士の学位を授与されるに値するものであり、かつ
最終試験の結果から論文提出者の山口氏がスキンケアおよび清拭技術に関する看護専門領域において
十分な学識と研究者としての能力を有するものであると確認したので、博士（看護学）の学位を授与す
るに適格であると全員一致で判断した。 
 
